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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・医療ガス上半期研修のお知らせ
日時：令和7年8月28日（木）～8月29日（金）16：00～16：20

　　　　　　　　9月1日（月）～9月2日（火）16：30～16：50

　　　　　　　　9月4日（木）16：30～16：50
場所：病院2F　会議室

内容：「災害時の医療ガス対応」　　　対象：看護・介護スタッフ
・9月に満足度調査実施予定です。書式・プログラムの見直しをしますので、どのように
したいか検討しましょう。

・9/5　院内の被災訓練予定、訓練には全部署職員が参加、藤田さんが防災委員として対応予定。DPATの訓練11時～開始。勤務については来週以降検討。9/6は大規模の内閣府訓練、西舘さんが参加予定。
・タイムカードの打刻について、各個人にWIZメール来てますので確認してください。
《事故の振り返り》

◎対策
所在確認：ミーティング開始時より各プログラム開始時に人数確認を行う様にする。
入浴時や選択の際等付き添いを行うか、は今後も様子見て検討していく

ハード面：センサーや音が鳴るものをドアに設置するか

PCを移動させ、ホール見守りしながら必要業務を行うか

→上記2点は実施可能か今後も検討していく。
　　　　　　ハード面での対策としてセンサーの設置について提案するが、実施は不可能であるとの事。ハード面での対応というよりもソフト面での改善を行う様にとの事で見守りを強化する等検討している。
＜利用者様情報＞
デイケア

・八森 啓子様～妹様から入電あり。母様が体調を崩して入院中で状態が思わしくない為見舞いに行くとの事で明日は青陽館を欠席するとの事。本人の様子を伺うと、落ち着いていると言う。今後の精神状態について様子観察。

・寺沢 彩　様～昨日、青南病院の処方薬を服用していないとの事で服用を促したが、やはり不安で服用していないという。睡眠薬を服用しない方が眠れると話しており、8時間程眠れたと話している。就労の話が周囲で聞こえると自分が就労できる体調では無い為「イライラする。へこむ。」と話しており、傾聴している。
ショートケア

・榊 正博様～今週から滞在時間を延長できるよう段階的に時間を伸ばしているが、妻様の迎え時刻の約束は覚えていないようであり何度も迎え時刻をスタッフに確認に来ている。プログラム中にも立ち歩きは多く、「寝ていいですか？」と静養室を利用することも多いが静養室入室後も数分すると立ち歩きを始めることも多い。本日は普段以上に声量が小さく、クーラーや扇風機の近くでは聞き取りが困難である。強行して帰宅しようとする行動は今週は見られていない。歩行はやや小刻みで足を擦って歩いている。そのほか、妻様からの情報提供によると昨夜は尿失禁を繰り返していたようであり青陽館滞在中にもトイレ促しをして欲しいとのことであり昼食後トイレ誘導を行うがすぐに出てきており、声掛けを行うが「行きました。」と返答している。妻様へも情報提供を行っている。

デイナイトケア

・義積 砂織様～「最近もう疲れちゃってて。」と家族問題について話しており、姉様との関係性は悪化したままおり電話をしてもLINEをしても返事が無いのだという。83歳の母様の今後の生活を姉妹で考えていく中で姉様の夫様が介入してくることに対して血縁の無いことを理由に邪魔に感じ不満に思い「第三者」と表現したことが姉様との関係性悪化のきっかけであるという。「私が悪いんです。謝りたいなと思って連絡しても連絡付かなくて。」と今現在では謝罪を諦め、ほとぼりが冷めるのを待つしかないと話している。母様については糖尿病傾向も指摘されている段階の様であるが、母様の受診付き添いも今後はヘルパーサービスを利用することも考えているとのことである。週末の外泊と、就労は変わりなく継続出来ている様で体調を崩す事のないよう伝えている。
